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台湾のＷＨＯ年次総会へのオブザーバー参加を求める意見書 

日台相互間の人的往来は年々増加傾向にあり，2019年の訪日外客数約3,200万人のうち，台

湾からの訪日外客数は約490万人となっています。 

このように，国際交流が進展する一方で，新型コロナウイルス感染症などの国境を越える感

染症の蔓延など，世界規模の課題に対しては，これまで以上に台湾を含む関係各国・地域との

連携が必要となります。 

世界保健機関（以下「ＷＨＯ」という。）憲章では，「到達しうる最高基準の健康を享有する

ことは，人種，宗教，政治的信念又は経済的若しくは社会的条件の差別なしに万人の有する基

本的権利の一である。」とうたっており，ＷＨＯ年次総会へのオブザーバー参加について，台

湾を排除することはこの基本理念に反するものです。また，特定の地域が取り残されることに

よる地理的空白を生じさせないことが，世界全体の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

の目的にかなうものでもあります。 

よって，福岡市議会は，国会及び政府が，台湾のＷＨＯ参加支持を表明している関係各国・

地域と連携し，台湾のＷＨＯ年次総会へのオブザーバー参加の実現に向けての取組をこれまで

以上に強化されるよう強く要請します。 

以上，地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

令和 年 月 日 

衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣，外務大臣，厚生労働大臣，

内閣官房長官 宛て 

議 長 名 




